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先駆者たち

「
認
証
で
は
な
い
の
で
、
わ
ざ
わ

ざ
守
る
必
要
は
な
い
」「
当
社
は
グ

ロ
ー
バ
ル
な
事
業
を
し
て
い
な
い

の
で
関
係
な
い
」

　

２
０
１
１
年
11
月
に
発
行
さ
れ

た
ば
か
り
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０

に
は
、
す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
誤
解

が
渦
巻
い
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０
は
、
２
０

０
４
年
６
月
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｍ
Ｂ

会
議（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）で
規
格
化

が
決
議
さ
れ
て
以
来
、
検
討
を
重

ね
、
２
０
１
０
年
11
月
に
発
行
さ

れ
た
。
90
を
超
え
る
国
お
よ
び
40

を
超
え
る
地
域
か
ら
、政
府
、産
業

界
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
６
セ
ク
タ
ー
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
参
画
す
る「
マ

ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
ア
プ
ロ
ー

チ
」と
い
う
手
法
に
よ
っ
て
検
討
が

重
ね
ら
れ
た
。
い
わ
ば
全
地
球
規

模
で
つ
く
ら
れ
た「
21
世
紀
の
ビ
ジ

ネ
ス
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」だ
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０
で
は
、
社

会
的
責
任
の
範
囲
を
定
義
し
、
課

題
を
特
定
し
、
優
先
順
位
を
設
定

す
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
組
織
は
、

「
７
つ
の
中
核
主
題
」（
Ｐ
10
）に
取

り
組
む
べ
き
と
し
て
い
る
。
課
題

に
対
し
て
は
、次
の「
７
つ
の
原
則
」

に
基
づ
い
た
行
動
を
促
し
て
い
る
。

１
説
明
責
任

２
透
明
性

３
倫
理
的
な
行
動

４
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
害
の

	

尊
重

５
法
の
支
配
の
尊
重

６
国
際
行
動
規
範
の
尊
重

７
人
権
の
尊
重

　

品
質
管
理
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１

や
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
０
０
１
と
違
い
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

２
６
０
０
０
は
、
認
証
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
ガ
イ
ダ
ン
ス（
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
、
手
引
き
）で
あ
る
。
で
は

守
ら
な
く
て
良
い
の
か
と
い
う
と
、

全
く
逆
だ
。

　

認
証
で
あ
れ
ば
企
業
に
よ
っ
て

「
取
得
す
る
」「
取
得
し
な
い
」
と
い

う
判
断
が
で
き
る
。
し
か
し「
Ｉ
Ｓ

Ｏ
２
６
０
０
０
は
す
べ
て
の
企
業
や

非
営
利
組
織
に
と
っ
て
の
手
引
き

な
の
で
、避
け
て
は
通
れ
な
い
存
在

に
な
る
」（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｓ
Ｒ
国
内
委

員
会
委
員
長
を
務
め
た
一
橋
大
学

の
松
本
恒
雄
・
法
科
大
学
院
長
）。

　

特
に
、企
業
に
と
っ
て
は
、取
引

を
確
保
し
、
競
争
力
を
維
持
す
る

た
め
に
も
遵
守
が
求
め
ら
れ
る
。

企
業
の
規
模
や
業
種
を
問
わ
ず
求

め
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。

　

日
本
経
団
連
は
、
企
業
は
Ｃ
Ｓ

Ｒ
を
率
先
し
て
果
た
す
必
要
が
あ

る
と
し
、
２
０
１
０
年
９
月
に
Ｉ

Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０
を
強
く
意
識
し

た「
企
業
行
動
憲
章
」を
発
表
し
た
。

　

松
本
教
授
は「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０

０
０
に
よ
っ
て
自
社
の
強
い
所
・

弱
い
所
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
企

業
の
競
争
力
を
高
め
、
社
会
か
ら

信
頼
を
得
る
と
い
う
点
で
重
要
だ
」

と
有
効
性
を
語
る
。

　

企
業
だ
け
で
な
く
、
行
政
や
教

育
・
医
療
機
関
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま
で
す
べ

て
の
組
織
に
Ｓ
Ｒ（
社
会
的
責
任
）

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ

２
６
０
０
０
の
特
徴
だ
。

　

国
際
労
働
財
団
の
熊
谷
謙
一
・

副
事
務
長
も「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
６
０
０
０

は
、
国
際
的
な
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
発
展
形
。

世
界
の
あ
ら
ゆ
る
組
織
が
社
会
的

責
任
に
努
力
し
て
い
く
と
い
う
考

え
方
が
徐
々
に
広
が
っ
て
い
け
ば
、

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
自
主

的
な
取
り
組
み
で
貢
献
で
き
る
の

で
は
な
い
か
」と
し
て
い
る
。

　ISO26000の中核主題である「人権」や「公正な事業慣行」に対して責任を果たす上で、フェアトレード（公

正貿易）製品を購入することは有効な手段である。

　日本では、2010年に、映画「ハリー・ポッター」のハーマイオニー役で知られる女優のエマ・ワトソンが、フェ

アトレードの専門ブランド「ピープル・ツリー」とコラボ企画を立ち上げ、フェアトレードへの関心が高まった。

　エマは、若い世代にもフェアトレードを広めたいという思いから、クリエイティブ・アドバイザーとして、「ピー

プル・ツリー　ラブ・フロム・エマ」に2010年春夏に参加。2010年夏には、バングラデシュの首都ダッカのス

ラムに暮らす、過酷な労働環境下で働く衣料品工場の人たちや、ピープル・ツリーのパートナー団体の生産現

場を訪ね、フェアトレードの意義を改めて確認してきた。2011年春夏にも新たなコラボ企画を発表。

　エマは、「私たちは消費者として、フェアトレードを通じて手仕事のスキルやコミュニティを守り、さらに発

展させるプロセスに参加できるのです」と、消費者の力を訴えている。

エマ・ワトソンとISO26000
Emma  Watsonエマ・ワトソン

　社会的責任に関する国際規格「ISO26000」が、2010年11月に発行された。企業だけでなく、
行政や教育、医療機関、NPOまですべての組織にSR（社会的責任）が求められている。認証ではなく、
あくまでガイダンスだが、早くも動き出した国内外のトップランナーに迫った。

文＝オルタナ副編集長・形山昌由、編集部・吉田広子、寺町幸枝、矢作 ルンドベリ智恵子（文中敬称略）

ISO26000の
ISO26000とは＝持続可能な発展を実現するために、世界最大の国際標準化機関ISOによって開発された社会的責任に関する初の包括的、詳細な
ガイダンス文章。策定には関連するすべての利害関係者が参加し、あらゆる種類の組織に向けた内容となっている。

人権

労働
慣行

公正な
事業慣行

消費者
課題

コミュニティへの
参画及び

コミュニティの
発展

FEATURE STORY 1

組織

環境

ⒸAndrea Carter-Bowman / People Tree

「
守
ら
な
く
て
良
い
」の
で
は
な
い

企
業
の
規
模
や
業
種
を
問
わ
ず

出典：ISO26000 社会的責任に関する手引き（日本規格協会）

相互依存性

全体的な
アプローチ
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